
公募時現況図面

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

区域１

1045ろ林小班ほか

※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間

中に主伐予定のある隣接林分（民有林を
含む）との境界

縮尺：1/5,000

図面番号 図面1 Ａ３

ナルウ沢林道

菅の沢併用林道

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外

1045り

表示方法B

1046い

表示方法B

1045ち

表示方法B

1045ろ

表示方法B

1045へ

表示方法B

1045と

表示方法B

林小班 1045ろ 1045へ 1045と 1045ち 1045り 1046い

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 人工林複層伐 小面積分散伐区 小面積分散伐区 小面積分散伐区 小面積分散伐区 小面積分散伐区

共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混合歩合 カラマツ100％ カラマツ100％ カラマツ100％ カラマツ100％ カラマツ100％ カラマツ100％

林齢 64 62 69 58 59 55

採取方法 複層伐（帯状） 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ア ア ア ア ア ア

近接地の情報 副産物販売 ー ー ー 貸付地 ー

区域１

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

皆伐想定伐区箇所

複層伐想定伐区

複層伐採取箇所

基礎額算定林分

生産固定経費を共通と

みなす伐区

想定森林作業道

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線

等高線

林班界

小班界

貸付地（特別高圧送電線路）

貸付地（巡視路）

副産物（松茸）販売予定箇所

別紙10基礎額算定林分選定過程の

個表No.

①

③

②

④

①

①

①

②

②

①～④

別紙４



公募時現況図面

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

区域２

1046た林小班

表示方法Ｃ
区域３

1046な林小班

表示方法Ｃ

※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間

中に主伐予定のある隣接林分（民有林を
含む）との境界 縮尺：1/5,000

図面番号 図面2 Ａ４

菅の沢併用林道

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

皆伐想定伐区箇所

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線

等高線

林班界

小班界

貸付地（特別高圧送電線路）

区域２ 区域３

林小班 1046た 1046な

機能類型 水源涵養 水源涵養

施業群 小面積分散伐区 小面積分散伐区

共用林野 普通共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林 育成単層林

樹種、混合歩合 カラマツ100％ カラマツ100％

林齢 69 57

採取方法 皆伐 皆伐

保護樹帯の設置 ー ア

近接地の情報 ー 貸付地

別紙４



公募時現況図面

区域４

1049い林小班ほか

その１

縮尺：1/5,000

図面番号 図面3 Ａ３

洗馬支線林道

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外

1049い

表示方法C

1049へ

表示方法C

1050り

表示方法C

※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間

中に主伐予定のある隣接林分（民有林を
含む）との境界

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

複層伐想定伐区

複層伐採取箇所

基礎額算定林分

生産固定経費を共通と

みなす伐区

想定森林作業道

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線

等高線

林班界

小班界

貸付地（特別高圧送電線路）

別紙10基礎額算定林分選定過程の

個表No.

林小班 1049い 1049へ 1050り

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 人工林複層伐 人工林複層伐 人工林複層伐

共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林

樹種、混合歩合 カラマツ100％ カラマツ100％ カラマツ100％

林齢 72 64 64

採取方法 複層伐（群状） 複層伐（群状） 複層伐（群状）

保護樹帯の設置 ア ア ア

近接地の情報 貸付地 ー ー

区域４（その１）

③

⑩
⑨

⑧

⑦
⑥

④

⑤

⑫
⑪

⑬

民有地

③～⑬

別紙４



公募時現況図面

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

区域４

1049い林小班ほか

その２

縮尺：1/5,000

※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間

中に主伐予定のある隣接林分（民有林を
含む）との境界

図面番号 図面4 Ａ３

洗馬支線林道

傍陽山林道

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外

1052よ

表示方法C

1051は

表示方法B

1052そ

表示方法B

1052ら

表示方法C

1052つ

表示方法C

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

複層伐想定伐区

複層伐採取箇所

基礎額算定林分

生産固定経費を共通と

みなす伐区

想定森林作業道

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線

等高線

林班界

小班界

貸付地（特別高圧送電線路）

別紙10基礎額算定林分選定過程の

個表No.

林小班 1051は 1052よ 1052そ 1052つ 1052ら

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 人工林複層伐 人工林複層伐 人工林複層伐 人工林複層伐 人工林複層伐

共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林 育成単層林

林齢 67 61 72 61 61

採取方法 複層伐（群状） 複層伐（群状） 複層伐（群状） 複層伐（群状） 複層伐（群状）

保護樹帯の設置 ア ア ア ア ア

近接地の情報 貸付地 ー ー ー ー

カラマツ100％

区域４（その2）

樹種、混合歩合 カラマツ100％ カラマツ100％
カラマツ88％

その他広葉樹12％
カラマツ100％

⑭

⑳

⑲

⑱

⑰

⑯

⑮

㉕

㉓

㉒

㉑

㉜

㉝

㉞

㉟

㊱

㉗

㉘

㉙

㉚

㉛

㉖

民有地

民有地

⑭～㊱

㉔

別紙４



区域５

1060い林小班ほか

公募時現況図面

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

図面番号 図面5 Ａ４

一の沢併用林道

一の沢林道

鳴尾併用林道

1060い

表示方法B

1061わ

表示方法C

1061る

表示方法B

縮尺：1/5,000

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外
※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間

中に主伐予定のある隣接林分（民有林を
含む）との境界

㊳㊲

民

有

地

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

複層伐想定伐区

複層伐採取箇所

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線 等高線

林班界 小班界

配電線路（民有地内）

貸付地（配電線路）

貸付地（水道施設）

貸付地（ガスパイプライン）

副産物（松茸）販売予定箇所

分収造林地

別紙10基礎額算定林分選定過程の

個表No.

㊲～㊳

別紙４

林小班 1060い 1061る 1061わ

機能類型 水源涵養 水源涵養 水源涵養

施業群 人工林複層伐 人工林複層伐 人工林複層伐

共用林野 普通共用林野 普通共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林 育成単層林 育成単層林

林齢 61 58 79

採取方法 複層伐（群状） 複層伐（群状） 複層伐（群状）

保護樹帯の設置 ア、ウ ア ー

近接地の情報 貸付地、分収造林地 副産物販売、貸付地 ー

樹種、混合歩合 カラマツ100％
カラマツ93％
その他広葉樹7％

カラマツ100％

区域５

民有地

一の沢支線林道



公募時現況図面

※令和2年3月31日時点の森林調査簿による。

区域６

1063よ林小班

※１ 尾根、渓流沿い等
※２ 設定が見込まれる樹木採取権の存続期間中に主伐

予定のある隣接林分（民有林を含む）との境界

縮尺：1/5,000

図面番号 図面6 Ａ４

地蔵峠林道

備考

林道敷については、全て樹木採取区区域外

1063よ

表示方法B

※令和３年３月31日時点の森林調査簿による。

区域６

林小班 1063よ

機能類型 水源涵養

施業群 小面積分散伐区

共用林野 普通共用林野

保安林 水源かん養保安林

林種 育成単層林

樹種、混合歩合 カラマツ100％

林齢 61

採取方法 皆伐

保護樹帯の設置 ア

近接地の情報 ー

⑥

⑦

⑧

⑨

⑤

凡例

区域界

区画界

面的な複層状態に誘導

する小班のまとまり

皆伐想定伐区箇所

基礎額算定林分

生産固定経費を共通と

みなす伐区

想定森林作業道

保護樹帯 ア（※１）

保護樹帯 ウ（※２）

境界

国有林林道

国有林作業道

水涯線

等高線

林班界

小班界

別紙10基礎額算定林分選定過程の

個表No.

⑤～⑨

別紙４
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